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   Bei einem 67  jahrigen Bauern wird der  grOsse Kapseltumor der rechten Niere besch-
rieben. Auf die Schwierigkeit der  prâoperativen Diagnosestellug wird hingewiesen. Das 
 Operationsprdparat (s. Abb. 2) zeigte einen kindeskopfgrossen (18x12.5x8.5 cm),  mas-
sig derben Tumor. Die  Schnittfiãche (s. Abb. 3) zeigte teils solid bindegewebig, weisslich 
elastisch derb, teils  gldssig  knorpelhart  glãnzend. Histologischer Befund liegte zellreiches 
 Fibrosarkom mit  Gefdssvermehrungen dar.
緒 官
腎被 膜に原発す る腫瘍 はLubarsch等にょ
ると甚 だ少な く,色 々な名称で呼ば れ て い る
が,Prives,Fedoroff,Ulrich等は病 理解剖
学的見地並 びに臨床的経過 か ら腎繊 維被 膜及び
脂肪被膜 に由来す るものを腎被膜腫 瘍 とした.
本症 は1869年Wilkesが発表 した のに 始 ま
り,以 後相次いで報告が散 見 され てい るが,本
邦 では1914年に山本が本症 の一例を発表 して以
来,1957年南 の報告 までに悪性 のもの6例 を含
め交献上15例が報告 されてい るにす ぎない.最
近我 々は腎被膜悪性腫瘍 の一例 を経 験 し別 出に
成功 したので,こ こに症例報告 を行 うと共 に本









































ソーンテス トは一37.5%を示し肝,副 腎機能の何れ も
やや不良である.
局所所見;腹 部は全般に扁平にして軟,腹 水,腹壁
静脈の怒張を認めず,肝 は2横指触れるも圧 痛 な く





































て重量は流出 血液 を 除いて940gr.表面赤灰白色
にして脂肪塊を付していたが平滑,し か し拡張せる動
静脈の多数その表面を走行するを認めた.割面は充実
性なるも結節性にして,白 色弾力性硬なる部 分 の間












腎被膜 よ り発生 した腫瘍 はPerinephritic
tumor,Perirenaltomor,PararenaleGe-
schwttlste,Nierenkapselgeschwttlst,Cap-
suloma等と色kな 名 称で呼 ばれ てい るが,之
は腎被膜 乃至 腎被 膜下 に発 生 した腺腫 乃至副腎
由来 の ものを除い た各種 の腫瘍 を包 含 した もの
であ る.
本腫瘍 は比 較的 少な くHenke&Lubarsch
やBarcatは腎被膜 よりの腫瘍 は極 め て 少 な
い と信 じて居 り,Lubarschによると3-4万
例 に一例,Gurltは14630例中一例,Israe1は
腎実質腫瘍 と被 膜腫瘍 との比 は150:1,Mel-
icowは199例の腎腫 瘍中2例,Deutrickeは
腎腫 瘍82例中2例 を認 めた にす ぎない と云つて
い るが,Pemberton等は132例の腎内外周囲
に生 じた腫瘍 を調 べ30例(23%)に 腎被 膜に限
局 された腫瘍 を認め,又Colvinは剖 検 による
と5.5%に認 め られ ると云 つてい る.即 ち実際
上 少い のは剖 検時 に於 てす ら余 り小 さい場合之
に注意 が払われ ない とい うこと,小 さい場 合に
は生命症状を示す事 がない と云 うこと,又 可成
り大 きい腫瘍 の場 合 で も圧 迫症状 を主 とす る臨
床症 状が比較 的少 い といつた ことが報 告を少 く
させてい るのであつて,Privesの言 に よると
本腫 瘍の診断 は偶 然 の事 と云 うべ き な の で あ
る.
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Privesはその発生部位 より して本症 を繊 維
被膜 より発生 した もの と,脂 肪被膜 よ り発生 し
た ものに大別 してい るが,そ の発生 については
先天性の ものであ ると張 う説 と,新 生物 である
とい う説があ り現在 の所何 れが正 しい とも云 え
ない様 で ある.即 ち前者 の説 にはEberth他
多 くの人の名が あげ られ るが,Wilms氏 腫瘍
と同様にWolff氏管 の先天性 の発育異 常 で あ
るとい うもので,多 発性硬化症 の如 き先天性 の
疾患を合 併す ることが多 い とい うことも之を支
持す る事 実 となつ ている。他方新生 物で あると
いう説は若年 者にみ られ る ことが 少い とい うこ
とで あるが,被 膜 に由来 した場合繊維組 織,平
滑筋組織及 び脂肪 織以 外の もの,例 へば上皮性
の組 織が含 まれ る様 な場合 には之 を上手 く説 明
出来ない ものであ る.故 に現在 の所両老 共 に肯
定 され るものであつ て腎被膜 か らの単 な る新生
物 として生 じた り,又Wilms氏 腫瘍 の如 く先
天性起源 の事 も,又 血管壁 より起 つた滑 平筋腫
等 と して起 ることもあるのであろ う.
性別頻 度については男 に 多 い と す る も の
(Colvin,KUsster等)や女 に多い とす る も
の(Prives,Schamow,Liebermann等)が
あるが大 した意義 あ る数字 は得 られ ていない.
本邦16例についてみ るに男6例,女10例,不 明
一例で女に多 く見 られ てい るが本例 は男性 で あ
つた.街Colvinに よると単発 のものが その88
.2%を占めている.
左右別頻度 ではSchamon,Kttsster,Priv-
esは右 に多 いとい うも,Colvinは左 が多 い と
述べ てい る.之 も大 した意 味を有 していない様




最 も多 くみ られ,こ の年令層 では剖 検例の約10
%を 占め るといい,之 は本症がNeoplaSticな
ものであ り,若 しEmbryona1の もの として
もこの年令 層になつてやつ と大 きくな るため発
見 される事 が多 くな る と述べ てい るが,Kttss-
terの報告 では30-60才 にもつ とも多 い との
べている.本 例 は67才 で ある ことは之 等 の 成
績 と一致 してい るが,他 方 本邦での報告 は20一
579
60才に拡が り特 に好 発年令 とい うもの は明 らか
では ない
大 きさについてみ ると良性腫瘍の場合急速且
つ無 制限 の増殖 をみる もので本邦例でみ て も野
副氏 の13kg,川井 田氏 の10.2kgといつ た も
のが ある.他 方悪性腫 瘍,即 ち肉腫 の 場 合 は
Cahnの21kgと いった大 きい例外 もあ るが,
多 くは転移 その他 の為 に余 り大 きい症例は見 ら
れていな い.
症状 については腎実質腫 瘍 とは異 り相 当腫瘍
が大 き くな る迄殆 ん ど何 らの 自覚症状 もないの
が特 長 である.し か し増 田氏 の症例 の如 く食道
を圧迫 し嚥下 困難 を来 した もの,脊 椎骨へ の転
移(桜 井,中 沢)を みた もの もあ る.尿 所見 も
か な り末期迄正常 な ものが普 通で ある.し か し
腎が長期 間圧迫 され ると蛋白血尿(Gross,D-
eutricke,岩崎)の 外 腎機能 の低下 も見 られ る
とい う.術 我 々の症例 では原 因不 明の発熱,食
慾不振,全 身倦怠 を訴 えていたが,志 田原の例
でも38-40。Cの弛張熱 と食慾不振 を主 訴 とし
てい る。肉腫や癌腫 には時にかな りの発熱がみ
られ る事が あ り,こ れ も本症の非特 異症状 の一
つで あろ うと考 える.
腎孟像 についてPrivesは腎孟像の位置 の異
常 と尿管 の弩 曲の2点 を あげ,南 は気腎法 の重
要性 を述 べてい る.我 々の症例 もかか る変化 を
認め得た し,之 等 の像 の重要 な事を否定す る も
のではないが,か か る像 は腎外 腫瘍 で も起 り得
るわけで,腎 被膜腫瘍 に一定 した レ線像は得 ら
れず,Prives等の述 べた より腎孟 像撮 影 の価
値 は少い もの では ない か と思わ れ,今 の所術前
に診 断を確定 し得 る様 な検 査法,症 状 といつた
ものはない と云え よ う.
結 語
67才農夫にみられ易lj出に成功 した比較的定型
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路 疾 患 に …
マ ン デ ル 酸 ・ ウ ロ ト ロ ピ ン 結 合 体
iNbb
、
大腸菌、黄色ブ ドウ状球菌等による尿路感染症によ く効 く
2大特長1:讃粥 難 、雛 鷲轟 、娠 τ鞭 曝 薯蹴 慰 も効く
効 能 。腎孟 炎 ・膀胱 炎 ・膿 腎症 ・尿 道 炎 包 装 。(0・25g)30錠・100錠・10tlOee
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